
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和 6 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 信州歴史的まちなみフォーラム 2024 ｉｎ 諏訪の開催を通して「交流人こんしぇるじゅ」を拵えまちづくりの案内人

に！ 

事業主体 

（連絡先） 

上社周辺まちづくり協議会 

 

事業区分 （6） ア 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費  530,450 円（うち支援金： 424,000      円） 

① 上社周辺のガイドを作り上げる 

② フォーラムを行うことによるこ

れからのまちづくりへの提案 

③ 観光客へのわかり易い歴史提示 

 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・ガイドは自己研修を経て予想以上の知

識、接客術にて大好評を得た。 

・フォーラムも 150 人を超える盛況ぶり

で、皆に喜んでもらった。 

・土日の諏訪神社・神宮寺の歴史解説は 

多くのリピーターを生み膨らんでいる。 

【まちなみ見学と AR 五重塔】

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

➀交流人こんしぇるじゅは新聞紙上の公募により 3 名応募

あり。2 か月間のハードな研修により 10/12 その完成形を

発表する。きちんと学習したガイドの誕生は上社周辺の交

流人こんしぇるじゅとしての役割を存分に果たした。 

②10/12 信州歴史的まちなみフォーラム 2024 ｉｎ 諏

訪は 150 名の参加者があり、各講師による上社の歴史・ま

ちづくりを紹介することにより、歴史ファンを魅了し、今

後のまちづくりの在り方の方向性を示し得た。 

③研修テキストは観光客に好評を得ている。フォーラム報

告書はもう部数がなくなるほどの人気だ。 

・案内人「交流人こんしぇるじゅ」の研修・育成・完成 

 4 月~6 月 募集、7 月～9 月研修・完成 女性 3 名 

 10/12 フォーラム午前「まちなみ見学会」にてデビュー。 

・10/12 信州歴史的まちなみフォーラム 2024 ｉｎ 

諏訪 の告知・開催 於 神宮寺公民館 150 名参加 

  講師：山口氏（高校 3 年）私が諏訪の歴史にはまっ

た理由、下田氏日本人の自然観をまちづくりに生か

す、三代沢氏 神宮寺周辺歴史遺産のＡＲ・ＶＲによ

る再現、石埜氏諏訪の大祝と中先代の乱について。 

・交流人こんしぇるじゅの研修テキストの配布とフォー

ラム報告書の配布。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

・「交流人こんしぇるじゅ」を軌道に乗せ、営業としてお金の取れる形態を目指す。とりあえずは 

予約形式ではなく、その場に応じた小グループへのアクセスを試みたい。金額・時間はこれから

の課題だ。 

・フォーラムの報告書が予想外の人気なので増刷をしたい。それを研修ガイドとともに観光客に

配布し、さらなるリピーターを増やしたい。近頃は若者小グループが対象とするに適切だ。 

・AR・VR を公立諏訪東京理科大とのコラボにより、既存の五重塔・普賢堂・まちなみに上り仁

王門・下り仁王門を加えたコンテンツとしたい。 


